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今月の話題 NO. 3 
こうすいりょラ
立山の降水量
降水晶とは降ってきた雨や雪の量のことで（雪の時は雪を解かした水の量）、降って
きた水の深さを mm で表します。富山県の平野部での年間降水量は230m ぐらい
つつじょう
なので、降った雨を筒状の容器にためるとその水深は2.3m にもなります。
高い山では平野と比べて降水量が多くなることが知られています。富山県には標高
300m 程の山が並ぶ立山連峰があり、富山県の東部を流れる常願寺川や早月川、片
しゅうすし、し、き くしヽ き
貝川、黒部川などの河川の集水域（川が水を集める区域）にあたります。これらの河川
のうぎょうようれ、 いんりょ うれヽ
は農業用水や飲料水などの水の利用に関しても重要な河川なので、立山一帯の降水
さんせし、う
量がどのくらいあるのかということは重要な問題です。私が酸性雨の研究を行ってい
あば じょうがんじがわ しゅうi,
る立山黒部アルペンルート沿の場所は暴れ川として知られる常願寺川の集水域の中
にありますが、標高によって降水量がどの程度増えるのかを調べることで、常願寺川
集水域全体の平均降水量が推定できないかという こと も考えています。ここでは、研
究の中から見えてきた、立山の標高による降水量の増え方の一例を紹介します。
図 1 は204 年の 8 月、 9 月、 10 月のそれぞれの降水量を、平野にある科学文化
びじ.tだ＼ らヽ みだばら むろどうt:, 、ら
センター屋上、立山の美女平（標高970m) 、弥陀ヶ原（標高 1930m) 、室堂平（標高2450
m) の 4 カ所で比べたものです。 図から、標面が高くなると降水量も増える様子がよ
くわかります。
平野の降水量に対するそれぞれの場所
の降水量の倍率を計算すると、美女平の
降水量は平野の降水量の 1.8 ........ 2.2 倍、
弥陀ヶ原では 2.1,...,....,3.2 倍、室堂平では
2.5,...__,5.1 倍となりました。以前に室堂
平で採取してもらった積雪（表面から底
までの一連の積雪）を使って計算した結
果では、 19 年 11 月中旬から 20 年
5 月初旬までの室堂平での降水量は平野
の5.2 倍ありました。
このような関係が毎年同じように見ら
れるのか、そして、立山の他の場所でも
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図 1 平野と立山との降水量のちがい
(204 年 8 月~10 月）
この関係が当てはまるのかについて、このあとも調べ考えてみたいと思います。
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